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■『暑い夏、乗り切れましたか！』 
           アドバ会長 勝崎 芳雄〔S36〕 

 例年にも増して、今年も暑い夏に

なりましたが、皆さんいかがお過ご

しでしょうか・・・今年はオリンピ

ックでさらに暑い夏になり、熱狂の

あまり寝不足の人が多かったようで

す。皆さんそれぞれに、パワーを得 

られたように思います。 

 さて、愛工高と東山工高とが併合されて新しい学校

が新設されることは、すでにご存じかと思われます。

過日、愛工高・東山工高の OB 会に対して総合技術高等

学校（仮称）に係る意見交換会があり、その報告を理

事会で理事長から報告を受けました。意見を聞くのみ

で、まだ新学校名も決まっておらず、具体的な進展説

明はありませんでした。 

併合された後も、愛工会の役員内では単独ででも継

続していきたいという意向です。今後皆さんの意見を

伺い、アドバとしての態度を表明したいと思います。 

また、平成 27 年には愛工会創立 110 周年記念式典

（愛建会が担当）が計画・推進されています。その後

については、各クラブの意向を聞き、愛工会役員会で

検討・決定されて行くと思います。 

アドバの活動については、西村先生方のご尽力によ

り、最近では若い人の参加もあり、盛り上がり、グル

ープでの交流が活発に行われるようになりました。 

今後はアドバ展を復活し、会員の活動紹介の場をつ

くり、交流の場を広げて更に友好を深めていきたいと

思います。定例的なアドバ展のほかに、平成 9 年から

毎年恒例となりましたグルメ忘年会「ずぼらかい in

日間賀島」にも若い人の参加があり、盛り上がりを見

せています。新鮮な海の幸を堪能した翌日には、毎年

杉本美術館を訪れています。昨年は、大先輩の杉本健

吉画伯揮毫の“図法螺貝”の掛け軸を杉本美術館に

贈呈しました。現在、館長の計らいで和室に常設展示

されています。今年も、12 月 15 日(土)～16 日(日)に

「ずぼらかい in 日間賀島」を開催します。例年通り杉

本美術館を訪問しますので、まだ見られていない人は

是非この機会に｢ずぼら会｣に参加され、ご覧下さい。

皆さんの参加を、お待ちしております。 

■『アドバ展の復活に向けて』 

 全国のデザイン科を設置している高校や大学では、

卒業制作展(いわゆる卒展)の開催は当然のことで、学

習の集大成として開催されている。 

本校デザイン科においての卒業制作展は、第 1 回を

1963 年(昭和 38 年)に愛知県美術館ギャラリーで実施

された。その後は、1975 年(昭和 50 年)から会場を本

校デザイン科実習室に移して 12 年間継続して開催し

てきた。やはり生徒のより一層のレベルアップを考え、

多くの県民に見てもらうためにも会場を学外に求めた。

先ずは名古屋市教育館(中区)で１年間、ICA 名古屋(北

区)で 3 年間、名古屋市博物館(瑞穂区)で 14 年間、名

古屋市民ギャラリー矢田(東区)で 3 年間を巡った。そ

してようやく 2007 年(平成 19 年)から愛知県美術館ギ

ャラリーに戻り現在に至っている。 

 デザイン実務社会で華々しく活躍している卒業生は、

先輩として制作課題の提供や技術的アドバイスなどで

在校生の制作支援をしてきた。 

後輩在校生に励みに感じてもらいたい想いで｢アドバ

展｣と銘打って、卒業生作品を同時に併催して華を添え

るようになったのは、名古屋市博物館に会場を移した

1990 年(平成 2 年)からでした。会場を愛知県美術館ギ

ャラリーに戻した際に、同時期に 2 室の展示室を確保

できる保証がなくなりました。二者択一を迫られて、

在校生｢デザイン展｣会場として一等地の会場で披露す

ることを優先させたことにより、休展となった。以後

｢アドバ展｣の実施を模索している段階で、｢青裕会｣を

率いてこられて｢アドバ展｣の発案者である、当時のア

ドバ会長小山太郎氏が亡くなられ、その遺志を受け継

ぐことができずに今日に至っている。 

■『杉本美術館・鈴木学芸員の論評』 
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■『大先輩:杉本健吉画伯揮毫の掛軸・額皿の寄贈式』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■『愛工とともに歩むトヨタ愛工会』 

  三輪 日出雄〔S53〕 

 卒業後、トヨタ自動車(株)のデザイン部に入社し、

数々のクルマのエクステリアデザインに携わってきま

した。現在は、デザインセクションの先行開発部署に

在籍しています。 

 昨年、卒業後初めて、34 年ぶりに愛工体育祭の見学

に行きました。正直、涙が出るくらい感動し、愛工の

伝統が未だに引き継がれている事をとても嬉しく思い、

愛工卒業生で良かった！と強く感じた一日でした。 

 今回は｢トヨタ愛工会｣について、この紙面をお借り

して少し紹介させて頂きたいと思います。 

 「トヨタ愛工会」は、トヨタに入社した愛工卒業生

が集って親睦を深めています。近年では、ボーリング

大会、ゴルフ、スキーなどの行事や、新入愛工卒業生

の歓迎会を開催するなど親睦を深めてきています。発

会は手元の名簿を見る限り、昭和11年の機械科卒業の

大先輩が名簿の最初に記されています。まさに愛工と

ともに歴史を刻んでいる会と言えます。 

 当時は、まだデザイン科ではなく図案科でした。現

在では昭和48年デザイン科卒業の穂積さんが会長を務

める中。約70名の現役会員と約59名の名誉会員(退職

者)から成り立っています。実は、デザイン科卒業生(16

名)が集まる我々デザイン部では｢デザイン愛工会｣と

称して、テニス/ペンションに泊まっての親睦会などデ

ザイナー同士でファミリアな関係を築いてきました。

私事で恐縮ですが、昭和53年に右も左も分からず入社

し、緊張の会社生活を送ろうとしていたときに｢デザイ

ン愛工会｣が真っ先に歓迎会を開いてくれたのです。そ

のときに先輩の方々から励ましの言葉をいただき、肩

の力が抜けたのを今でも覚えています。トヨタに入社

し、「デザイン愛工会」の存在をとても嬉しく思った瞬

間でした。 

 残念ながら、デザイン科からの新入社員は平成 4 年

以降途絶えてしまっていることもあり、「デザイン愛工

会」としての活動はやや縮小気味です。本体の｢トヨタ

愛工会｣としては毎年の総会/新入社員歓迎会などを開

催し、絆が途切れることの無いように幹事が頑張って

います。 

 しかし愛工高は、数年先に東山工高と合併統合され

る事が決まっています。それでも長い歴史とそこに根

付いてきた愛工魂は、卒業生の我々から消えることは

ありません。合併は今現在の事情から致し方ない事と

は思いますが、その背景に同じように歴史を刻んでき

た愛工を基盤とした会が存在していることも事実です。

いま在籍中の生徒や教師の方々だけの問題として捉え

るのではなく、同じ学び舎で同じ空気を吸って卒業し

た集団｢愛工会｣があります。 

この素晴らしい絆である愛工のDNAを是非とも引き継

いだ形で、併合できることを強く祈る次第です。 

 ｢トヨタ愛工会｣も単なる OB 会にならないよう、愛工

と共に更に歴史を刻んで行きたいと思います。 

■『ガラズビースによるクリスマスオーナメント講

座に参加して』  原村 七奈子/吉村 朋美〔H16〕 

2011 年 11 月 19 日に、クリスマスのオーナメント(装

飾用のパーツ)をガラズビースで手作りするという講

座に参加させていただきました。会場は卒業生が経営

している“ビアーズ”という洒落たお店で、オープン

前の時間帯を利用させてもらいました。 

このような講座には初めて参加したので、当日まで

ドキドキわくわくでした。今回は親子連れ歓迎という

ことだったので、同級生の二人(旧姓:上田/平尾)で参

加したのは良かったのですが・・・作業開始早々に 2

歳児と 3 歳児の子供たちにビーズをぶちまけられ、最

後まで無事にリースを完成させられるか、正直心配に

なりました。でも来たからにはリースを作り上げたい

という思いで、何とか失敗も乗り越えて満足いくオー

ナメントを作ることが出来ました。受講中は作ること

に夢中で、子供たちを好き勝手させてしまいました。

講師で先輩の藤本清美〔S53〕先生や学年を越えた卒業

生の方々には暖かい目で面倒みて頂きました。アドバ

を通じての交流の意義深さと絆を知り、本当に有難う

ございました。 

子育ての日々の最近では、集中して物作りをすると

いう事がなかなか出来ていなかったので、何か久々に

夢中になって作り上げて楽しませてもらいました。 

出来た時の達成感と、また新たな物作りがしたいとい

う創作意欲が湧いてきて、愛工デザイン科での 3 年間

のショップを懐かしく想い起こしました。 

またのチャンスがあれば子供と一緒に参加したいで

す。今回の講座に誘って頂いた西村先生や、アドバの

方々とのコミュニケーションを嬉しく思いました。 
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■『出会いという宝物』 前田(中川)由香子〔H11〕 

気づけば高校卒業から 14 年。時が経つのは早いもの

ですね。卒業してから私は、短大に進み、卒業後 5 年

間、イベント設営会社のデザイナーとして働きました。

25 歳で転職し、その後７年は、種苗会社の雑貨部門で

企画営業兼デザイナーとして従事しました。どの仕事

にも言えますが、どれだけ仕事でくたびれていても、

毎日が生き生きと充実していました。仕事を通じて、

様々な人物や景色、自分が考えもできなかった企画に

出会うことが楽しくてなりませんでした。幸せなこと

に、趣味が就いた仕事、就いた仕事が趣味だったのか

も知れません。ありがたいことです。 

そしてこの夏、私の結婚と両親の還暦を機に家族で

ギャラリーを開くこととなりました。私は前職を活か

し、企画プロデュースと DM デザインを担当しています。

この仕事をはじめて、毎日勉強・毎日感謝と日々より

一層、感じるようになりました。7 月末オープンに向

け 5 月頃、西村先生に相談しました。卒業以来、すっ

かりご無沙汰だった私ですが、突然の連絡にも先生は

喜んで相談にのって下さり、とても嬉しかったです…。 

先生の勧めにより、アドバ理事会に参加させていただ

いた時のことが、忘れられません。様々な学年の卒業

生と先生方が理事となり、年々少なくなる予算の中か

ら、今後のアドバ同窓会のために、愛工のためにとた

くさんの話し合いをしてくれていたことを、恥ずかし

ながらその時に知りました。現在もアドバ会が存続し

ていられるのは、理事である先輩や先生方のおかげな

んだなぁと強く実感させられ、私も何かできることか

ら協力しなくては…と感じました。 

ギャラリーの仕事は、毎日試行錯誤です。とても嬉し

くて楽しくて感動の日があれば、辛くて泣きたくてどう

しようもない日もあります。オープンしてから、こんな

短い間にも、もうできない…と何度弱音を吐いたことか。 

でもその度に助けてくれるのは、決まって愛工の先

生・先輩・愛工つながりのみなさんです。西村先生・

三輪先輩は先日、二人で展覧会を開催して下さいまし

た。お二方はもちろん、たくさんの先輩方に助けられ、

大成功に終わりました。搬出時は、まるで体育祭が終

わった後のような気持ちでいっぱいでした…。 
こんなにもあたたかく、頼りになる絆の一員でいら

れるのは、私の生涯の誇りです。みなさんの声援に答

えられるように私も毎日を精一杯がんばろうと思いま

す。オープニングに駆けつけて下さったみなさま、改

めてありがとうございます！ 

お近くにお越しの際はぜひ遊びにいらして下さいね！ 

 

 

 

 

 

 

 

■『二人展の感想』       伊藤 智子〔S56〕 

私の恩師・西村知弘先生と先輩である三輪日出雄さ

んとの｢二人展｣が 8月 28日(火)～9月 2日(日)の間“ギ

ャラリーCHIYODA”にて開催されました。 

毎日たくさんの方にお越しいただき、改めてお二人

の人柄と交友関係の広さに驚きました。中日新聞に掲

載された当日は“新聞を見たので来ました！”という

方がほとんどで心から嬉しく思いました。その中でも

三輪先輩のご友人からの“何が凄い！って、卒業しても

未だに先生と交流があるってことが一番凄いよねぇ”と

いう賛詞が特に印象に残っています・・・これが私たち

デザイン科の素晴らしいところではないでしょうか！ 

“ギャラリーCHIYODA”は平成 11 年卒の前田由香子

さんがご家族で経営されており、7 月 28 日にオープン

したばかりです。心を落ち着かせることのできる、こ

の空間が私は大好きです。皆さんも是非足を運んで見

てください・・・ 

今回の｢二人展｣でお二人と間近で接して、お手伝い

ができたことを誇りに思います。愛工高デザイン科の

卒業生で良かったと実感した｢二人展｣でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■『愛工高体育祭に行きました！』 鈴木 裕之〔S56〕 

 今回、私はトヨタ自動車に在籍(含:OB)する愛工高卒

業生の集り｢トヨタ愛工会｣の幹事の一人として愛工高

体育祭の見学会に参加しました。 

 2011 年 10 月 8 日まさに雲一つ無い、どこまでも澄

み渡る青空の朝でした。愛工の門をくぐって受付を済

ませ、校庭に入ると思わず叫びました。”同じだ！何も

変っていない？“ 見渡せば、確かにマスコットは安全

面での規制が厳しくなり、昔に比べてコンパクトにな

っていました。それ以外は、何も変わっていないと確

かにそう感じるのです。専門科の名称が変更になり、

デザイン科のように女性比率が高くなったことはあり

ますが、愛工体育祭当日の、この”空気”は 30 年前と

何ら変わることがないのです。立ち並ぶマスコット、

競技の最中も止まない各科の応援、その応援を受けて

必死に走る姿・・・ 

この絵だ！愛工の体育祭は、これだったのです。そ

して仮装と応援演技！デザイン科の仮装は、女性が多

いことを最大限に生かした、大変美しくまとまりのあ

るものでした。《私の周囲の他科生徒たちからも驚きの

声が上がっていました》さらに応援演技の、応援団の

力強さとデザイン科の美意識をビシっと決めてくれた

カッコ良さ！また、各科それぞれの一糸乱れぬ応援演

技も目を見張るものがあり、もう見ているだけで目頭

が熱くなりました。そして 21 年ぶりのデザイン科総合

優勝！デザイン科卒業生として本当に嬉しかったです。 

 久しく愛工から離れていた私にとって、今回の愛工

体育祭は感動の連続でした。閉会式で愛工の校歌を歌

ったとき、遂に涙腺崩落！《齢ですね》言葉では言い
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表せないほどの帰属意識の高まりを感じました。私は

ここの空気を吸い、ここで 3 年間育ててもらったん

だ！間違いなくここが、この愛工こそ自分の愛するホ

ームタウンなんだ！と・・・ 

 皆さんご存知のように東山工高との統合により、愛

工の地での体育祭もあと数年で消えることになります。

だからこそ『愛工にこだわる』と言われたトヨタ愛工

会・穂積会長〔48DS〕の言葉の意味があります。たと

え場所が移り統合されても、私たちが『愛工にこだわ

る』限り、この姿は私たちの中に生き続け、次の世代

に伝わり、開花するのです。これこそが私たちの責任

であり、大切な役割であります。さぁ！皆さん、来年

も体育祭に行きましょう！ 

■『私の仕事』         平野 賢一〔H7〕 

｢アドバの会報に何か書いてくれ!｣と西村先生に言

われて愛工に在学していた頃の事を思い起こすと、つ

い最近の事のようだ。卒業したのがもう 17 年も前だと

いう事に驚きと妙なドキドキを感じた。デザイン科で

学んだ事は、今の仕事に役立っている。17 年という年

月に見合った進歩を自分はしているだろうか？などと

考え込んでしまった・・・ 

 私は愛工を卒業してからずっと“ガラス”を仕事に

しています。ステンドグラスや吹きガラス、サンドブ

ラストなど装飾ガラスの企画、デザイン、制作をして

公共施設や店舗、住宅などに納めています。他にもガ

ラス工芸の制作体験や教室も行っていて、置くの方々

にガラスに触れてもらっています。海外ではガラス工

芸は結構アートとして認識されていますが、日本は土

の文化だからでしょうか、歴史も浅いガラスをアート

としての認識は低いと思います。日本でのガラスは、

工業製品のイメージが強いのが現状です。しかし、そ

の中で何とかガラス工芸をより多くの人に知ってもら

いたい！ステンドグラスが光を浴びて輝く様は、とて

も美しいです。1300℃の高温で溶けたガラスを柔らか

いうちに成形する吹きガラスは、ガラスを操る面白さ

があります。ガラスそのものが持つ素材美に意匠を加

える事で素敵な作品になります。私は物凄いアート作

品を作りたいとは思っていません、というかそこまで

の感性は持ち合わせていません。生活に寄り添ったア

ートなガラスと生活をちょっと豊かに彩るガラスをこ

れからも制作発信し続けていきたいです。 

 

 

 

 

 

 

 

■『沖縄暮らし、7 年目』    滝川 美奈子〔S61〕 

33 歳で旧姓に戻ってから 4 年経った、ある夏の日・・・

ふと“あと 3 年で 40 歳かぁ～これからどうしよう？”

と考えました。 

フリーのグラフィックデザイナーとして、なんとか生

計は立てていましたが、それほど手広く仕事をしてい

たわけでもありません。当時は再婚のアテもなく、40

代・50 代になってもこのペースではマズいなぁ～と想

ったのです。そして“40 歳になった時、どうなってい

たいか？”を考え、なんの脈絡もなく「沖縄にいたい!」

という思いが湧いてきました。 

昔から沖縄が大好きで、何十回と往来していました

が、住むことは考えていませんでした。好きというだ

けで、何をするかが決まっていなければ住んでも意味

がないと思っていたのですが、“行ってから考えよう！”

と、突然気が変わったのです。それからは、あれよあ

れよという間もなく事が進み、わずか 4 ヶ月後の 2005

年 12 月には沖縄に住んでいました。それから早くも 6

年 9 ヶ月が経ちました・・・ 

そして、今は何をしているかと言いますと・・・「バ

ーのママ、時々デザイナー」をしています。お酒も昔

から好きで、会社勤めをしながらずっとスナックやク

ラブ・バーなどでバイトをしていました。( ←時効で

すよね^^; ) 

沖縄行きを考える少し前から、”私にはあまり力が

ないので、デザイン 1 本では厳しい。何か他の仕事も

平行して・・・“と思い、いずれお店も持とうと考え

ていました。デザイン以外ではそれしか経験がなかっ

たので、｢飲み屋｣しか選択肢がなかったというのもあ

りますが。《笑》 

『自分の好きなこと、得意なこと、経験のあることを

仕事にする』ということをテーマにした本を読んだこ

とがあります。そういう意味では、デザインと接客と

いう好きなことを両方仕事にできていて、私はとても

幸せだと思います。 

自分でお店を持つのは初めての経験でしたが、39 歳

でオープンして、試行錯誤しながらもおかげ様で 5 年 4

ヶ月が経ちました。デザインの仕事は、お客様や友人

から依頼をいただいた時だけ、お受けするというスタン

スでやっています。デザインは好きだけど、産みの苦し

みと締め切りがある。《笑》お店で人と接することも

好きだけど、待ちの商売なのでヒマな時もあります。 

それぞれ辛い部分もあるけれど、好きな部分を楽し

みながら、昨今はこれが一番良いペースかなぁ～と思

っています。でも、現状に満足していると、いつの間

にか後退してしまいがちです。 

年をとるスピードはどんどん加速すると言われ、自分

でも実感している今日この頃。そろそろ良いパートナ

ーにも出会いたいし、"50 歳になった時に、どうなっ

ていたいか？“を考え始めているところです。 

 

 

 

 

 

 

 

■『自分をデザインする楽しさ』 櫻井(神宮)幸子〔H6〕 

卒業して 17 年。ちゃんと数えると結構とっているな

ぁ～と、しみじみと振り返ってしまいます・・・ 

私自身はデザインの仕事はしていませんが、デザイ

ンという言葉の意味は普段の生活にも大きく関わって

いると思います。モノをデザインする際にも、コンセ

プトや理念がまず先立つことを在学中に学びました。 

それは今でも自分自身を省みるときに｢どうなりたい

か｣｢どうありたいか｣｢どうしたいか」とヴィジョンや

計画の立て直しにとても役立っています。 

3 人の子供たちの母親として、妻として、一社会人

として、一女性として、たくさんのやるべきこととや

りたいことがあります。人として、発展途上の自分を

どうデザインしていくかは自分自身でしかできないこ

と。私は“私の可能性がどこにあるかと探ることを楽

しむ”のを人生のコンセプトに置いています。 

平成 11 年 2 月から、子供たちと一緒に空手を始めま
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した。今までに経験したことのない｢武道の世界｣を子

供たちと楽しんでいます。自分自身の体一つで勝負す

る世界で、ある意味精神と肉体をデザインしていくこ

とが面白くなっています。今年の目標を“試合に出ら

れるまでに自分を仕上げること”にしました。７月に

は全中部大会に出場し、初戦敗退でしたがとても良い

経験になりました。子供たちもそれぞれ思うことがあ

ったらしく、以後の生活の中で少しずつ変わってきて

います。色んな人たちが居る中で自分を表現したり、

主張したりして、目標を持って取り組む姿が少しずつ

見えてきました。出来ていないことを悔しく思って泣

いたりする事もあると、真剣に取り組んでいる中には何

か響くものがあったのでは、と親バカながら思いました。 

デザインという言葉の意味はモノづくりだけではな

く、どんな状況や立場に置かれても｢自分の思いを具体

的に表現する｣のがデザインの本来の意味ではないか

と個人的に思っています。言い換えれば、皆さんもデ

ザインする面白さを感じることができるのだと思いま

す。どんな経験も自分自身の栄養(糧)として考えたら、

無駄な経験は何一つ無いでしょう。それに一人の人間

が一生で経験できる事柄はきっと僅かでしょうが、周

りを見渡せば多くの方々がいます。 

最後に、私が最近響いたことばを一つ刻みます・・・ 

“自分以外の人々は、私が歩んでこなかった人生を歩

んできた自分である” 

 

 

 

 

 

 

■『漫画とわたし』     井戸 喜代美〔S62〕 

私は現在、徳間書店発行の漫画雑誌で漫画を描いて

います。諸事情で長い間漫画の世界とは違う人生を歩

んできました。年齢を重ねるごとに捨て切れない大好

きな漫画への想いが募り、再びペンを握りました。雑

誌が公募する新人賞に投稿をし続け、入選を得てデビ

ューが決まりました。新人の私に課せられた目標は、

面白い読み切りを何本も描くことです。商業誌は、読

者の方が楽しんで読んで頂ける漫画を描き上げること

が大前提です。限られたページ数に、物語を魅力的に

エピソードを織り込んで見せるためのストーリー作り

が永遠のテーマです。お話作りは、とても奥が深く、

力不足の私は編集者さんのサポートを受けています。 

試行錯誤を繰り返す毎日です。デジタル化が進む漫

画業界、私もネーム(漫画の設計図的なもの)までは漫

画ソフトを使用しますが、仕上げは今でもアナログで

す。アナログ原画は、経験の積み重ねだと思っていま

す。漫画を描いていると、愛工・社会人時代のデザイ

ンや設計の経験が私の漫画中のあちこちに生き続けて

いるなと感じます。母校で学んだ 3 年間、教えて下さ

ったまは年齢に係わらず描き続けられるチャンスをく

ださった出版社、暖かい読者の方々に恩返しができる

先先生方、育てていただいた企業の先輩方を想うと、い 

 

 

 

 

 

 

 

くつになっても感謝の気持ちで胸が一杯になります。 

いまは年齢に係わらず描き続けられるチャンスをく

ださった出版社、暖かい読者の方々に恩返しができる

作品を描けるように、一作一作を大切につなげて行く

ことを心掛けて頑張っています。 

■『近況報告』          栗本 万鈴〔H18〕 

 私は四月から専門学校に入学し、

広告について学んでいます。入学当

初は課題の量が高校のときよりも遥

かに多く戸惑いましたが、最近はな

んとかこなして自分の時間を作れる

ようになってきました。そうやって

早く慣れることができたのは、卒業 

制作を経験したからでしょうか？あの頃は、生涯で一

番忙しく辛かったと思っています。でも、気に入る作

品を創ることができたので、努力して良かったと胸を

張って言えます。それから卒業制作では、布を使った

ものを作ったのでミシンが扱えるようになり、作れる

ものの幅が広がりました。それが趣味にもなり、B１パ

ネルバッグ・マスク・ポーチなどを作って愛用してい

ます。お店で買う物よりは、自分の作った物のほうが

気に入っています。専門学校で今は、課題の立体広告

を作っています。一つ商品を選び、それを引き立てる

POP の役割をするものです。私にあった商品を選んだ

ので、今までの経験が活かされたおもしろいものが出

来そうです。そこでも布を有効に使えたら良いなと考

えています。ほかにも愛工で学んだ多くの技が活かさ

れることがあります。製図を勉強したので、三面図を

読み投影図を書くことが自然に出来ています。それが

プレゼンテーションの手段になるので、とても役立って

います。そういった機会がよくあるので、愛工で学んで

良かったなぁ～といつも思っています。これからは更に

専門学校で技を身につけて、職業を｢デザイナー！｣と胸

を張って名乗れるような人になりたいです・・・ 

■『近況報告』         松原 匠〔H23〕 

愛工を卒業してから約半年が過ぎ、皆さんも新しい

環境に慣れてきた頃だと思います。私は 4 月から栄に

ある専門学校に通っています。専門学校は 2 年という

短い時間しかなく、就職活動のことも考えるともう 1

年もないという状況です。それで友達と遊んだり、皆

と課題をやったりみたいな甘いものは一切なく、自分

の世界に引きこもって、ひたすら課題をやり続けると

いう日々を過ごしています。現にクラスは入学した時

は 40 人ほど居ましたが、夏休みに入る前には 25 人ぐ

らいになってしまいました。また入学当初の和気あい

あいとした雰囲気もなくなり、今ではギスギスとした

雰囲気しかありません。しかし悪いことばかりではな

く、良いこともたくさんあります。努力した分だけ報

われるなどとよく言われましたが、まさにその通りだ

と改めて思い、高校時代にダラダラ過ごしていたこと

を後悔しました。また専門学校に入学して驚いたこと

はクラスの半分以上が年上だったことです。20～30 歳

前後の人ばかりで、しばらくは言葉遣いに悩まされま

した。皆さんも言葉遣いには気をつけて下さい。 

 最後に、1 年生の人はいろいろな学校行事とかで大

変だろうけど学校生活を楽しみながら課題もしっかり

頑張って！・・・。2 年生は自分達が来年 3 年生にな

って行くということを踏まえて頑張って下さい。3 年

生はだいたい進路が決まって、これからバタバタして

くると思います。いま一度自分の進路を考えて、残り

の高校生活を悔いのないように目標をしっかり持って

行動して下さい。 
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■アドバ会員の活躍 2012 年 

S63 年卒 野村 祥子 朱音聖子展 LOVESONGS 11月16日(水)～11月27日(日) MAHANA         (長久手町)

S48 年卒 三浦  均 やさしいハンカチ展 11月16日(水)～11月27日(日) 国際デザインセンター    (中区)

S48 年卒 三浦  均 2011/11/30JAGDA 愛知展 11月29日(火)～12月 4日(日) セントラルアートギャラリー (東区)

H03 年卒 世古口幸美 音のおくりものオルゴール展 12月 3日(土)～12月25日(日) すず途          (東京都)

S56 年卒 加藤 浩之 

S56 年卒 小久保由香 

S56 年卒 豊浦 久子 

S58 年卒 金井 和則 

沖縄 NAHA マラソン大会 12月 4日(日) NAHAマラソンコース    (那覇市)

S29 年卒 中村 郁夫 犬山市トルコスケッチ旅行作品展 12月 8日(木)～12月13日(火) 犬山市図書館       (犬山市)

S28 年卒 中嶋 俊一 

S41 年卒 鏡味 光子 

S48 年卒 岩井  勝 

クリエーターの自画像展 12月13日(火)～12月18日(日) セントラルアートギャラリー (東区)

S51 年卒 出岡 寛行 

H02 年卒 中村  匠 

T.A.R.アート展 12月13日(火)～12月18日(日) 愛知県美術館        (東区)

S41 年卒 鏡味 光子 創作ピンホールカメラとその写真展 12月14日(水)～12月19日(月) 国際デザインセンター    (中区)

S36 年卒 勝崎 芳雄 

S47 年卒 中野 則秀 

S48 年卒 三浦  均 

S53 年卒 三輪日出雄 

S55 年卒 大竹 富広 

S56 年卒 枝川 英夫 

H14 年卒 笠井麻衣子 

H16 年卒 齊藤 祐輝 

愛工デザイン展 2012 講評会 12月17日(土) 愛知県美術館        (東区)

S33 年卒 竹中 僑浩 

S36 年卒 岡本 治男 

S36 年卒 勝崎 芳雄 

S37 年卒 井上  茂 

S37 年卒 安井 誠一 

S39 年卒 米山 佳治 

S53 年卒 三輪日出雄 

S56 年卒 加藤 浩之 

S56 年卒 枝川 英夫 

S56 年卒 鈴木 裕之 

S56 年卒 伊藤 智子 

S57 年卒 東城 季美 

S58 年卒 金井 和則 

杉本健吉揮毫掛け軸｢図法螺貝｣ 

｢額絵皿｣寄贈式 

12月18日(日) 杉本美術館        (知多郡)

S63 年卒 桑原 聖美 ATRT SESSION 2011 12月20日(火)～12月25日(日) 愛知県美術館        (東区)

S28 年卒 中嶋 俊一 

S26 年卒 梅原  博 

S26 年卒 須田 敏夫 

S45 年卒 安達 智行 

S54 年卒 天野登功広 

水彩協会展 1月17日(火)～ 1月22日(日) 愛知県美術館        (中区)

S37 年卒 古田 好孝 日展 1月25日(水)～ 2月12日(日) 愛知県美術館        (中区)

H10 年卒 齊藤 雅実 動物の仲間たち 2月 7日(火)～ 2月13日(月) Bartok Gallery      (東京都)

S39 年卒 吉田  稔 トヨタ自動車デザイナー作品展 2月11日(土)～ 3月11日(日) 蔵の中ギャラリー     (豊田市)

H18 年卒 山口 琴音 THE POSTER WORKS2012 2月14日(火)～ 2月19日(日) セントラルアートギャラリー (東区)

S36 年卒 勝崎 嘉雄 クリエイタースﾞ LED デザイン展 2月15日(水)～ 2月20日(日) 国際デザインセンター    (中区)

S53 年卒 三輪日出雄 カーレンダリング講習会 2月20日(月) 愛知工業高校        (北区)

S51 年卒 堀江 忠史 Picture & Textile Exhibition 2012 2月20日(月)～ 2月25日(土) 画廊るたん        (東京都)

S56 年卒 小久保由香 

S56 年卒 豊浦 久子 

名古屋ウイメンズマラソン 3月11日(日) 名古屋コース      (名古屋市)

S51 年卒 堀江 忠史 京都造形大学院染織作品展 3月13日(火)～ 3月18日(日) Maronie          (京都市)

H18 年卒 山口 琴音 Train-Train 展 3月17日(土)～ 3月23日(金) AAA ギャラリー      (横浜市)

S32 年卒 天野 耕造 天野耕造遺作展 3月27日(火)～ 4月 6日(金) 中日画廊          (中区)

S32 年卒 森  雪里 二人展 4月 5日(木)～ 4月10日(日) 妙香園           (中区)

S48 年卒 明知  宏 白日展 4月10日(火)～ 4月15日(日) 愛知県美術館        (中区)

S26 年卒 須田 敏夫 版画伍人展 4月10日(火)～ 4月15日(日) 愛知県美術館        (中区)

H13 年卒 水谷  昇 N-1 グランプリ 4月14日(土) 愛知県中小企業振興会館  (昭和区)

S62 年卒 森本 通恵 加賀ゆびぬき展 4月24日(火)～ 4月29日(日) きんしんギャラリー    (金沢市)

S45 年卒 安達 智行 

S52 年卒 中神 京子 

水彩連盟展 4月24日(火)～ 4月29日(日) 愛知県美術館        (中区)

S45 年卒 安達 智行 公募団体ベストコレクション美術2012 5月 4日(金)～ 5月27日(日) 東京都美術館       (東京都)

S60 年卒 高木 幸子 草仏展 5月 8日(火)～ 5月13日(日) 名古屋市博物館      (瑞穂区)

S37 年卒 古田 好孝 日本現代工芸美術展 5月15日(火)～ 5月20日(日) 愛知県美術館        (中区)

S63 年卒 野村 祥子 朱音聖子個展 5月19日(土)～ 5月27日(日) 遊朴館          (高山市)

S48 年卒 三浦  均 JAGDA 愛知展 6月 9日(土)～ 7月 8日(日) 高浜市カワラ美術館    (高浜市)

S29 年卒 宇佐美正行 游展 6月19日(火)～ 6月24日(日) 岐阜県美術館       (岐阜市)

S40 年卒 松田 充弘 2012 日本ジュエリーアート展 6月27日(水)～ 7月 2日(月) 国際デザインセンター    (中区)

S48 年卒 三浦  均 名古屋造形大学教員展 7月10日(火)～ 7月15日(日) セントラルアートギャラリー (東区)

S54 年卒 荒木 淳子 ひつじ堂作品展 7月10日(火)～ 7月18日(水) セントラルパーク      (東区)

S62 年卒 森本 通恵 加賀ゆびぬき展 7月26日(木)～ 7月31日(火) 両口屋是清栄店       (中区)
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S53 年卒 三輪日出雄 想･ひととき展 7月28日(土)～ 8月12日(日) ギャラリーチヨダ      (中区)

S48 年卒 三浦  均 国際 LOVE&PEACE ポスター展 8月 1日(水)～ 8月 6日(月) イアギャラリー    (韓国ソウル)

S37 年卒 古田 好孝 中部染色展 8月14日(火)～ 8月19日(日) 愛知県美術館        (中区)

S41 年卒 鏡味 光子 創作ピンホールカメラとその写真展 8月22日(水)～ 8月27日(月) 国際デザインセンター    (中区)

S53 年卒 三輪日出雄 西村知弘･三輪日出雄二人展 8月28日(火)～ 9月 2日(日) ギャラリーチヨタ゛     (中区)

S45 年卒 安達 智行 

S52 年卒 中神 京子 

水彩連名中部展 9月 4日(火)～ 9月 9日(日) 愛知県美術館        (中区)

S39 年卒 吉田  稔 創造の仲間たち展 9月 4日(火)～ 9月 9日(日) 豊田市美術館       (豊田市)

S48 年卒 明知  宏 中部白日展 9月19日(水)～ 9月23日(日) 愛知県美術館        (中区)

S48 年卒 三浦  均 どうぶつは地球かぞく 1月23日(水)～1月27日(日) 銀座かねまつホール    (東京都)

 

■学校だより 
●平成 24 年度各種コンクール表彰一覧 

◆第 27 回全国高等学校インテリアデザイン展 

《４年連続文部科学大臣賞に選出》 

  文部科学大臣賞·············· 3 年 折戸美佑紀 

  福岡県知事賞················ 3 年 中村 瑞穂 

  日本インテリアデザイナー協会理事長賞 

 3 年 坂本  巌 

  大川市長賞 ·················· 3 年 濵田 朝香 

◆第 12 回全国高等学校ファッションデザイン選手権 

（愛知県代表）全国大会出場···· 3 年 坂本  巌 

 3 年 中村 瑞穂 

 3 年 野原 善鼓 

◆第 13 回高校生国際美術展 

  日刊スポーツ新聞社賞········ 3 年 岩永  悠 

  奨励賞 ······················ 3 年 今井友里恵 

  佳作 ············ 3 年 犬飼 紗希／水谷真里佐 

 3 年 友安  杏／山口みのり 

  感謝状       愛知県立愛知工業高等学校 

◆第 62 回学展 

  入賞 ············ 3 年 犬飼 紗希／深川 瑞恵 

賞候補入選 ·················· 3 年 山口みのり 

水谷真里佐／森 美那海 

入選 ············ 3 年 新井 瑠花／今井友里恵 

       坂本 夕起／友安  杏 

◆｢公共の場におけるモラル・マナー」 

向上ポスターデザイン募集 

  最優秀賞（ポスター採用）···· 3 年 小川 侑美 

◆第 23 回全国産業教育フェア 

愛知大会イメージ作品募集 

  ポスター原画の部 最優秀賞（ポスター採用） 

         3 年 近藤 宗博 

  特別賞 ······················ 3 年 小川 侑美 

  マスコットデザインの部 

優秀賞 ······················ 3 年 小川 侑美 

  佳作 ························ 3 年 多喜 香澄 

◆第 37 回愛知県文連美術展 

  洋画部門新人賞（特選）······ 3 年 犬飼 紗希 

◆第 57 回常滑市美術展 

彫刻の部 奨励賞 

 3 年 伊藤まどか／丹羽あかり 

 佐伯実成子／鷹見 侑弥 

工芸の部 奨励賞············ 3 年 横山 更紗 

◆平成 24 年西区民美術展 

  洋画の部 自治協会賞········ 3 年 岩永  悠 

◆第 13 回 ゆうわ・フェスタ 41 ポスター 

 3 年 水谷 茉優 

◆平成 24 年度 明るい選挙ポスター 

  名古屋市北区優秀············ 3 年 近藤 宗博 

  名古屋市銀賞················ 3 年 近藤 宗博 

 

◆第 7 回 越前大野感性はがき展 

  特別賞 ····················· 3 年 林  実可 

◆第 5 回愛知県工業高校生ロボット競技大会ポスター 

  最優秀賞（ポスター採用） ··· 2 年 東  美花 

  佳作 ······················· 2 年 石原沙久良 

◆デジタルアーツ専門学校  

YDA キャラクターイラストコンテスト 2012 

  優秀賞 ····················· 3 年 小川 侑美 

◆第 5 回「あなたのさくら色 2012」 

画像表現部門 絵画・イラスト 第 3 位 

 3 年 黒田 梨香 

◆第 1 回トライデントいすデザインコンテスト 

金賞 ······················· 3 年 深川 瑞恵 

銀賞 ······················· 3 年 水谷 茉優 

奨励賞 ····················· 2 年 日沖 翔一 

入選 ······················· 2 年 井手愛里加 

佳作 ··········· 3 年 林  実可／藤山 怜奈 

 2 年 井上 瑠緒／奥田 まい 

 野畑 星華／廣瀬 真理 

 山本紗也奈 

学校賞       愛知県立愛知工業高等学校 

◆トライデント マンガ・イラストコンテスト’ 12 

手描イラスト部門 特別賞 ··· 3 年 野原 善鼓 

入選 ······················· 3 年 小川 侑美 

佳作 ······················· 3 年 多喜 香澄 

 藤山 怜奈 

 渡邉沙也香 

CG イラスト部門 佳作······· 3 年 小川 侑美 

◆トライデント CG・イラストコンテスト Vol.06 

駒田印刷株式会社賞 ········· 3 年 小川 侑美 

◆第 5 回 高校生いすデザインコンテスト 

学校賞       愛知県立愛知工業高等学校 

◆第 62 回 北区美術展 

  洋画部門 区長賞 ··········· 3 年 岩永  悠 

北区区政協力委員協議会議長賞 

 3 年 友安  杏 

  奨励賞 ····················· 3 年 深川 瑞恵 

入選 ······················· 3 年 犬飼 紗希 

  2 年 加藤 雅子 

●体育祭 
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◆体育祭順位表 

順 位 

部 門 
優 勝 ２ 位 ３ 位 ４ 位 ５ 位 ６ 位

競   技 化学工業 電子機械 建 設 電 気 情報技術 デザイン

マスコット デザイン 化学工業 情報技術 電子機械 建 設 電 気

仮   装 化学工業 デザイン 情報技術 電 気 電子機械 建 設

応   援 電 気 
化学工業 

デザイン 
 情報技術 

電子機械

建 設 
 

総   合 化学工業 デザイン 
電 気

情報技術
 電子機械 建 設

 

 

 

 

 

 

■アドバ事務局だより 
●「愛工デザイン展 2012」講評会 

 平成 23年 12月 17日(土)に愛知県美術館ギャラリー

にて、アドバ大賞及びアドバ賞、奨励賞の選定を会場

で行いました。閉講式で、賞の発表と各講師による講

評をしていただきました。 

★アドバ大賞 プロダクトデザインコース 澤田 誠也 

☆アドバ賞  グラフィックデザインコース 松尾 麗美 

       プロダクトデザインコース 村木あやめ 

       クリエイティブデザインコース 北尾 有里 

       ベーシックデザインコース 杉山 佳代 

☆奨励賞   気持ちのいい空間    佐伯実成子 

       環境を考えるポスター  伊藤まどか 

       油彩（静物画）     今井友里恵 

       ウッドワーク(椅子の制作) 濵田 朝香 

なお、愛工デザイン展 2013 の講評会は、平成 24 年 12

月 22日(土)愛知県美術館ギャラリー8階で実施予定で

す。 午前 10 時より開講式を行ない、各コース・作品

ごとに講評後、賞の選定と賞の発表を行ないます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●アドバ入会式 

平成 24 年 2 月 29 日(月)愛知工業高校 デザイン科 

 アドバ大賞及びアドバ賞の授与を行ない、平成 23

年度卒業生の世話役２名が紹介されました。 

 平成 24 年度のアドバ入会式は、平成 25 年 2 月 28

日(木)の予定です。 

●アドバ理事会 

平成 24 年６月 30 日(土)に国際デザインセンタービ

ル７階デザインラボにて開催し、アドバ事業・会計報

告、計画案について審議承認されました。 

 

 

 

 

 

 

 

●平成９年から恒例になっているグルメ忘年会｢ズボ
ラカイ in 日間賀島｣を今年も計画(H24.12.15～16)し
ています。アドバの海鮮食通の有志は、参加連絡をし
て下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

●活躍中の大野真澄[S43 卒]さんの記事を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●訃報：天野耕造[S32卒]さんがH23.11に逝去されました。 

●切迫した収支状況にあるアドバの維持財源である、

年会費(\3,000)の納付に、ご理解を！！！ 

郵便振込口座番号：００８６０-９-１１７７０ アドバ 

今年度の納付金合計額は、￥392,000(9 月末現在)です。 

皆さん宛に｢アドバ会報｣など約 1600 通を、学校の協力を

得て郵送したりしてアドバの維持活動を行っています。 

■編集後記：各分野で活躍されているアドバの皆さん

の様子が伺える投稿ありがとうございました。執筆者

の了解を得ずに割愛・添削して、編集させて頂きまし

た…感謝。《井上》 


